
下
合
瀬
に
あ
る
「
北
山
窯
」
の
陶

芸
家
、
小
川
哲
男
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
富
士
町
に
来
ら
れ
る

前
は
、
天
草
や
熊
本
市
内
で
作
陶
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。

展
覧
会
等
の
作
家
活
動
の
拠
点
は
、

天
草
時
代
か
ら
福
岡
と
熊
本
で
あ
っ

た
小
川
さ
ん
が
、
富
士
町
を
作
陶
の

地
に
選
ん
だ
理
由
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

小
川
さ
ん
の
ル
ー
ツ
は
安
政
三
年

か
ら
続
く
天
草
の
窯
元
に
あ
り
ま
し

た
。
有
田
工
業
高
校
の
窯
業
科
で
磁

器
を
学
び
、
昭
和
三
十
一
年
に
卒
業

し
た
後
、
作
品
の
自
由
度
を
求
め
京

都
で
陶
器
を
学
び
ま
し
た
。
天
草
の

窯
を
継
ぎ
、
前
衛
的
な
作
品
を
多
く

作
り
上
げ
、
昭
和
三
十
四
年
に
は
日

展
に
初
入
選
し
ま
し
た
。

あ
る
時
、
小
川
さ
ん
は
、
十
六
世

紀
の
李
朝
の
焼
き
物
に
出
会
い
衝
撃

を
受
け
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
か
ら
、

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
前
衛
的
な
作
品
だ

け
で
な
く
、
伝
統
的
な
も
の
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
赤
土

に
白
い
化
粧
を
施
し
た
「
粉
引
」
を

中
心
に
、
生
活
で
使
う
小
さ
な
器
を

手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

九
州
の
土
と
炎
で
李
朝
風
の
作
品

を
作
り
た
い
と
云
う
思
い
は
現
在
も

変
わ
ら
ず
、
真
摯
に
作
品
と
向
き
合

い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
話
を
伺
っ

て
い
る
部
屋
に
も
、
繊
細
な
の
に
力

強
さ
を
感
じ
る
、
ま
さ
に
小
川
さ
ん

そ
の
も
の
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
る

白
い
器
が
い
く
つ
も
存
在
感
を
放
っ

て
い
ま
し
た
。

市
街
地
と
な
っ
て
き
て
窯
業
を
す

る
の
に
適
さ
な
く
な
っ
て
き
た
熊
本

市
内
を
離
れ
る
こ
と
に
し
、
伝
統
の

中
に
も
新
し
い
自
由
さ
を
取
り
入
れ

た
作
品
を
作
り
た
い
と
模
索
す
る
中

で
、
唐
津
焼
と
は
ま
た
違
う
味
わ
い

を
持
つ
砂
地
で
、
作
家
活
動
の
拠
点

で
あ
る
福
岡
に
も
近
い
富
士
町
と
出

会
い
、
四
十
七
歳
の
時
、
昭
和
五
十

九
年
に
現
在
の
地
に
登
窯
を
作
り
ま

し
た
。

熊
本
市
内
か
ら
移
っ
て
き
た
当
初
、

夜
は
真
っ
暗
で
と
に
か
く
静
か
、
初

め
て
の
冬
は
あ
ま
り
の
寒
さ
に
ビ
ッ

ク
リ
し
た
そ
う
で
す
。
寒
い
所
は
、

あ
ま
り
焼
き
物
は
向
か
な
い
と
云
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
四
季
が
は
っ

き
り
と
し
て
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
、
何
よ
り
も
感
性
豊
か
な
こ

の
場
所
で
作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
作
家
と
し
て
と
て
も
幸
せ

な
こ
と
だ
と
、
こ
の
地
を
選
ん
だ
理

由
に
挙
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

天
草
で
代
々
続
い
て
き
た
窯
元
で

は
、
毎
年
四
月
十
九
日
に
火
の
神
様

を
祀
る
祠
で
神
事
を
上
げ
て
ご
馳
走

を
振
る
舞
う
祭
り
が
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
焼
き
物
と
い
う
の
は
、

炎
が
大
切
な
の
で
、
火
の
神
様
へ
の

感
謝
の
儀
式
が
守
り
継
が
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
富
士
町
に
移
っ
て
き
て
、

祠
は
天
草
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
登
窯

で
神
主
さ
ん
に
神
事
を
上
げ
て
も
ら

い
、
ご
馳
走
を
振
る
舞
う
と
い
う
祭

り
は
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

幸
報
ふ
じ
の
読
者
で
あ
る
皆
さ
ん
は
、

毎
年
四
月
の
半
ば
頃
、
北
山
窯
の
賑

わ
い
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
作
品
を
一

同
に
眺
め
、
手
に
取
っ
て
楽
し
め
、

さ
ら
に
、
素
敵
な
器
で
舌
鼓
も
打
て

る
「
窯
開
き
」
が
こ
の
祭
り
で
す
。

火
を
扱
う
窯
業
な
ら
で
は
の
祭
り
だ

と
知
る
と
、
な
る
ほ
ど
、
窯
開
き
の

楽
し
み
方
も
一
味
ち
が
っ
た
も
の
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

富
士
町
に
来
て
、
た
く
さ
ん
の
人

達
に
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
三
十
余

年
。
今
も
精
力
的
に
各
地
で
個
展
を

開
き
、
日
本
伝
統
工
芸
展
に
毎
年
出

展
を
続
け
、
こ
こ
富
士
町
で
作
品
を

生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
陶

芸
作
家
の
活
動
と
平
行
し
て
、
古
湯

映
画
祭
や
町
内
に
残
る
文
化
財
の
保

護
伝
承
な
ど
、
富
士
町
の
文
化
発
信

も
し
て
こ
ら
れ
た
小
川
さ
ん
。

日
本
人
に
と
っ
て
、
和
食
を
彩
る

焼
き
物
は
、
文
化
と
し
て
深
く
根
付

い
て
お
り
、
戦
中
戦
後
の
物
の
な
い

時
で
も
、
新
素
材
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

台
頭
し
て
き
た
時
で
も
、
人
々
は
焼

き
物
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
。
世
界

に
誇
る
和
食
を
食
べ
る
器
は
、
遠
い

昔
も
今
も
土
を
炎
で
焼
い
た
焼
き
物
。

生
活
に
欠
か
せ
な
い
文
化
の
芸
術
だ

か
ら
、
陶
芸
家
の
道
を
歩
み
続
け
て

い
る
。
ど
ん
な
時
代
も
文
化
な
く
し

て
発
展
は
な
い
の
だ
か
ら
。

富
士
町
は
少
子
高
齢
化
で
過
疎
化

し
て
い
る
け
れ
ど
、
温
泉
が
あ
り
、

百
万
人
都
市
の
福
岡
か
ら
ほ
ど
近
い
。

こ
の
豊
か
な
自
然
を
感
じ
て
も
ら
い
、

若
者
が
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
魅
力
あ
る
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
。
富
士
町
の
文
化
を
も
っ
と
発

信
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、

小
川
さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

（
記
事

ふ
れ

あ
い

る
ー

む
村
上
）

映
画
祭
で
は
企
画
立
案
か
ら
映
画

祭
当
日
の
運
営
を
お
手
伝
い
し
て
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

映
画
祭
当
日
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

み
で
も
大
歓
迎

!!映
画
好
き
の
皆
さ

ん
、
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
業
務
内
容

①
映
画
祭
の
企
画
立
案

ゲ
ス
ト
・
上
映
作
品
等
の
検
討
、

ゲ
ス
ト
交
渉
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調

整
な
ど
、
映
画
祭
の
企
画
立
案
等

を
行
い
ま
す
。

平
日
の
夜
に
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ

て
会
議
を
行
い
ま
す
。

②
映
画
祭
運
営
ス
タ
ッ
フ

映
画
祭
当
日
の
進
行
補
助
・
誘

導
係
・
受
付
・
会
場
設
営
・
ゲ
ス

ト
係
な
ど
、
映
画
祭
の
運
営
に
携

わ
っ
て
頂
き
ま
す
。

◎
第

33回
富
士
町
古
湯
映
画
祭
は

9

月

17日
～

19日
に
開
催
決
定

!!

お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
先

佐
賀
市
役
所
富
士
支
所

総
務
・
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

富
士
町
古
湯
映
画
祭

実
行
委
員
会
事
務
局

５
８

‐
２
１
１
１
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ふふ ふふ
じじ じじ

晴
好

雨
竒

木
原

昭
芳

ス
ト
レ

ス
解

消
の

草
取

は
、

い
つ
し

か
孤

独
を

楽
し

む
草

取
に
・
・

・
。

草
取

の
根

か
ら

取
ら

ね
ば

気
が
晴

れ
ず

豊
か

な
自

然
の

中
で

も
の

づ
く

り
が

で
き

る
幸

せ
な

作
家

生
活

!

富
士
町
古

湯
映
画

祭
ス

タ
ッ

フ
募

集

!!

ソソ ソソ
フフ フフ
トト トト

ババ ババ
レレ レレ

ーー ーー
ボボ ボボ

ーー ーー
ルル ルル

大大 大大
会会 会会

（
４
人
制
）

女
子
の
部
・
混
合
の
部

●
期
日
７
月
７
日
（
木
）
・
８
日

（
金
）
※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
、

日
数
の
変
更
あ
り
。

●
開
催
時
間
午
後

7時
開
始
式

午
後

7時

30分
試
合
開
始

●
チ
ー
ム
編
成
監
督

1名
、
選
手

6名
の
計

7名
以
内
、
混
合
チ
ー

ム
は
コ
ー
ト
内
で
の
男
子
競
技
者

は

2名
以
内
と
す
る
。

●
参
加
資
格
町
内
居
住
の
男
女
、

転
出
し
た
方
も
家
族
が
富
士
町
に

在
住
し
て
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

町
内
事
業
所
勤
務
者
、
町
内
活

動
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

な
ど
も
チ
ー
ム
で
参
加
で
き
ま
す
。

●
会
場
富
士
校
中
学
部
体
育
館

※
駐
車
場
は
、
富
士
支
所
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

6月

24日
（
金
）
午

後

5時
ま
で

●
申
込
先
富
士
公
民
館
内

（
体
育
協
会
事
務
局
）

５
８
‐
２
８
８
２



ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
が
眠
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

富
士
公
民
館
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
お

持
ち
の
方
を
対
象
に
初
心
者
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

●
対
象
者
富
士
町
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
初
心
者
の
方
（
自
宅
に
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
の
方
）

●
期
日

6月

17日
（
金
）
、

7月

1日
（
金
）
、

7月

8日
（
金
）
、

7月

15日
（
金
）

●
時
間

14時
～

16時

●
場
所
富
士
公
民
館

研
修
室

●
参
加
費
５
０
０
円

●
定
員

10名
（
先
着
順
）

●
内
容
「
チ
ラ
シ
」
つ
く
り

●
申
込
み
富
士
公
民
館

５
８

‐
２
８
８
２

◎◎ ◎◎

1111....6666歳歳 歳歳
児児 児児

・・ ・・

3333歳歳 歳歳
児児 児児
健健 健健

康康 康康
診診 診診

査査 査査

対
象
児
、
平
成

26年

9月
～

11月

生
・
平
成

24年

9月
～

11月
生
の
幼

児
。

日
時

6月

14日
（
火
）

12時

45分
～

13時

15分

場
所
富
士
支
所

2階

◎◎ ◎◎
歯歯 歯歯
ゃゃ ゃゃ

かか かか
歯歯 歯歯

ゃゃ ゃゃ
かか かか

教教 教教
室室 室室

対
象
児
は
、

11ヶ
月

児
～

1歳

5ヶ

月
ま
で
。
必
ず
、
母
子
手
帳
を
持
参

く
だ
さ
い
。

日
時

6月

14日
（
火
）

13時

30分
～

14時

場
所
富
士
支
所

2階

◎◎ ◎◎
平平 平平
成成 成成

22228888年年 年年
度度 度度

支支 支支
所所 所所
健健 健健

診診 診診

今
年
は
お
盆
過
ぎ

8月

23・

24日

に
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
健
診
専
用
電
話

３
６
‐
７
５
７
０

◆
熊
の
川
温
泉
ま
つ
り
（
湯
の
原
）

7月

31日

６
月

◆
富
士
町
内
一
斉
清
掃

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
体
育
協
会
）

8日
水
曜
日

◆
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
体
育

協
会
）

16・

17日
木
・
金
曜
日

◆
剣
道
大
会
（
体
育
協
会
）

18日

土
曜
日

◆
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
（
体

育
協
会
）

25日
土
曜
日

７
月

◆
大
般
若
会
（
下
無
津
呂
）

◆
百
万
遍
（
須
田
）

◆
八
坂
神
社
祇
園
さ
ん
（
杉
山
）

◆
野
球
大
会
（
体
育
協
会
）

3日

日
曜
日

◆
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
体

育
協
会

7・

8日
木
・
金
曜
日

※
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
順
不
同
で
あ
り

ま
す
事
、
日
程
の
変
更
が
あ
り
ま
す
事
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
か
ら
の
お
声
を
お
待
ち
し

ま
す
。
掲
載
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
ん
ど
ん
載
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

幸
報
ふ
じ
事
務
局
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緑
の
眩
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
、
体
調
は
い
か
が

で
す
か
？

新
入
社
員
や
Ｇ
Ｗ
明
け
の
社
会

人
が
４
月
に
進
学
、
就
職
、
部
署

異
動
な
ど
環
境
が
大
き
く
変
わ
る

な
か
、
そ
の
環
境
に
う
ま
く
適
応

で
き
ず
高
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て

し
ま
い
、
う
つ
状
態
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
医
学
用
語
で
は

「
適
応
障
害
」
と
い
う
病
名
に
な

り
ま
す
。

例
と
し
て
抑
う
つ
、
不
安
感
、

焦
り
や
苛
立
ち
、
無
気
力
感
。
ま

た
、
肉
体
的
症
状
と
し
て
胃
痛
、

め
ま
い
、
動
悸
、
息
苦
し
さ
、
食

欲
不
振
、
不
眠
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

何
は
と
も
あ
れ
ス
ト
レ
ス
を
溜
め

な
い
よ
う
に
す
る
事
が
一
番
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
聴
く
、
読

書
を
す
る
な
ど
自
分
に
あ
っ
た
ス

ト
レ
ス
解
消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。
新
し
い
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
し
て
生
活
の
中
に
刺
激
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ふふふふ れれれれ ああああ いいいい るるるる ーーーー むむむむ ６６６６・・・・７７７７ 月月月月 のののの 予予予予 定定定定 ふれあいるーむは、産まれたばかりの赤ちゃん、わんぱくキッズ～おじいちゃん、
おばあちゃんまで誰でも使える場所です。季節に合わせて、ミニコンサート・食育講座・おはなし会・バス遠足など、楽しい催しがいっぱい。たくさんの出会い
を大切に、みんなのふれあいの場所、それがふれあいるーむです。 ※ 問い合わせ先：佐賀市社会福祉協議会 富士支所 ＴＥＬ ５８－２３１１

★ ６月の予定 ★
１日（水）ぐんぐんキッズ（クッキング -亀屋さんと和菓子教室-参加費500円）
３日（金）かふぇタイム（Book Cafe -100円/コーヒーお代わり自由-）
７日（金）かふぇタイム（まったり Cafe -100円/コーヒーお代わり自由-）
１０日（金）ぐんぐんキッズ（IT教室）
１４日（火）のびのびタイム（リズムダンス）
１７日（金）ぐんぐんキッズ（デコパージュ -参加費300円-）
２２日（水）わらべうたサロン（タッチケア＆動画を編集しよう）
２４日（金）ぐんぐんキッズ（子どもと一緒に浴衣を着てみよう）
２８日（火）かふぇタイム（まったり Cafe -100円/コーヒーお代わり自由-）

★ ７月の予定 ★
１日（金）かふぇタイム（Book Cafe -100円/コーヒーお代わり自由-）
６日（水）ぐんぐんキッズ（乳幼児救急講座 -参加費300円-）
８日（金）ぐんぐんキッズ（七夕会 -おひざでコンサート-）

１２日（火）のびのびタイム（リズムダンス）
１５日（金）ぐんぐんキッズ（クッキング -ブルーベリー摘み-参加費500円）
２０日（水）わらべうたサロン（タッチケア＆アルバム作り）
２２日（金）ぐんぐんキッズ（みんなでヘアカット！ ・乳幼児健康相談）
２６日（火）かふぇタイム（まったり Cafe -100円/コーヒーお代わり自由-）
２９日（金）ぐんぐんキッズ（ちゃぷちゃぷ温泉）
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平尾からのメッセージ
佐賀市社会福祉協議会 富士支所での５年間、富士の皆さんにはほんとうにお世話になりました。

今日は、幸報ふじの誌面をお借りしてご挨拶の機会をいただきありがとうございます。

富士ではふれあいバス、子育てふれあいるーむ、銭太鼓、一輪車、ふれあい祭り、餅つきなどいろんな思い出のほ

か、地域や学校の行事にも参加させていただきました。また、地域の福祉を考える会や出てこん場事業での講演など

皆さんとご一緒させていただいたことも良い思い出です。

人口減少、高齢化、少子化、学校、役所や各種団体の統廃合など富士町を取り巻く環境は厳しさを増す一方で、こ

れからの富士の将来を考えるともっと身近にある地域や人のつながり、里山の営みや暮らしの伝統など、これまで大

切に持っているお宝を大事にしていくことが大切だと思います。

富士町の自然は厳しく交通も不全ですが、人は皆さん仲良く働き者です。みんなが下の名前で呼び合い、知り合い同士みんなで助け合い守り

合って生きています。現代の暮らしには電気も車もネットもお金も要りますが、自給自足は無理でも森や水や畑があり、お米や野菜を作り、お

貰いものやお返しをする仲間がいる暮らしはどこか安心できます。例え円はあまりなくても地域や人の縁や義理や恩を忘れない人の絆の確かさ

があります。何も派手で人目を引くような特別なことはないけれど、普通に過ごす家族や地域、豊かな自然に囲まれ

た富士の暮らしはまさに日本一の幸福な日々と言えないでしょうか。

初夏を迎え陽の光があふれ白い花が咲き誇る富士が最も美しく輝く季節ですね。そこには穏やかで安心して暮らせ

る人がいて懐かしいふるさとがあります。

出版しました「ぶらり富士 温湯知新（ぬるゆちしん）」は、私の富士町５年間のできごとやくらしの様子、折々

の思いや講演内容などをまとめたものです。まずは富士町の皆さんに読んでいただけたらと思います。

本は500部限定の自費出版で１冊千円（消費税含む）。佐賀市社会福祉協議会 富士支所などでお求めになれます。

平尾 茂


